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 今年は新型コロナウイルス感染症のために様々な教育活動が制限され、児童には不自由な思い

をさせてしましました。保護者の皆様、地域の皆様にも、ご理解を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、明日から冬休みに入ります。現状においての新型コロナウイルス感染症拡大状況は大変

気がかりなところです。本日の終業式でも、いつもの「石鹸での手洗い・うがい・こまめな換気」

について命を守る観点から児童に話をしました。また、交通安全や遊び方についても、校訓「な

かよく・強く・正しく」に関係させて話をしました。今回の年末年始は例年とは違う過ごし方に

なると思います。くれぐれも、健康・安全にご留意いただきお過ごしください。 

 本日配布の別紙「新型コロナウイルス感染症にかかる年末年始の学校閉庁期間中の学校への連

絡について（お願い）」もご確認ください。 

 

年末年始は、児童にとってプレゼントやお年玉等、金品に

関心が高まる時期です。ついつい忙しく大人の目が行き届か

なくなることも考えられます。学校では、子どもたち同士での金品の扱いにつ

いて「かりない」「かさない」「（友達や知らない人に）買ってもらわない」を

「３つの○Ｋ」として指導しています。児童が危険なことに巻き込まれることも

考えられますし、友達同士でのトラブルに発展することも考えられます。ご家

庭でもご協力をお願いします。 

 

 

 ご存知のように、本校では創立以来（今年で創立 41 年目）地域ごとに登校班を編成し、登校

は「つどい組」と名称を付けて地域の皆様やＰＴＡの皆様の見守りのもと登校しています。保護

者の皆様にも温かいまなざしで見守っていただきありがとうございます。「つどい組」は、班長（そ

の班の最高学年児童）が先頭に立ち班員を連れてきます。「つどい組」は、本校の児童の心を育て

る教育活動の大切な取り組みです。上級生は下級生に「思いやり」を、下級生は上級生に「憧れ」

をもち、本校の児童の「優しさ」に繋いでいます。そして、児童の自主性を育てている取り組み

でもあります。これからも本校の「つどい組」を温かく見守っていただき、児童の自主性がます

ます育ちますようご協力をお願いします。 

 また、下校時は学級ごとの児童個人での下校となります。ここでも、横断歩道等では児童に危

険のないように地域の皆様、ＰＴＡの皆様に見守っていただいています。ありがとうございます。

今後とも、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

２２日（火）に６年生がゲストティーチャーに来ていただき、携帯電話

や情報端末機器の正しい使い方について学びました。個人情報を大切に

する、一度情報をネットに載せると消えない、知らない人と連絡をしな

い等、危険なことに巻き込まれないようにするにはどのようにすればよ

いか映像を通して教えてもらいました。また、文字だけだと受け取りの

違いから、意思疎通にかけ、場合によってはいじめに発展することも教えてもらいました。特に、

この冬休みは児童が情報端末機器をよく使用することも考えられます。ご家庭でのルールがある

と思いますが、ぜひ情報端末機器の使用について、今一度ご確認ご留意いただきますようお願い

します。 
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